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界線」の生徒たちのためには，彼らが本当に必要とする学びと, 豊かで, 健全な発達を保障し, 進
学も含めた卒業後の社会的・職業的自立を支援することのできる，彼らのための教育環境を早急に
整備する必要がある。本当の意味で「一人一人, 皆, 大事」にできる教育の実現が待たれている。 
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明らかにされると同時に（太田 2000, 志水・清水編 2001, 小内編 2003, 児島 2006, 清水 2006, 
金井 2012）, 学校内部の権力関係を組み替えていくような実践も報告されてきた（清水・児島編 
2006）。また, ニューカマーの子どもたちの成長を反映して義務教育段階以降の進路形成にも目が向
けられるようになり, 高校進学や高校生活を射程に入れた研究もなされるようになった（山﨑 2005, 
広崎 2007, 志水編 2008, 趙 2010）。 
 他方, ニューカマーの子どもたちが通う教育機関として外国人学校の存在も見落とすわけにはい
かない。最近刊行された志水ほか編（2014）では, 「コリア系学校」「中華学校」「ブラジル人学校」
「インターナショナルスクール」という 4 つの学校群から選定された 17 校のエスノグラフィーを中












就学に関する問題が早くから指摘されてきたからである（宮島・太田編 2005, 佐久間 2006）。 
 全国的なデータは存在しないが, 文部科学省が 2009 年度にニューカマーが集住する 29 市を対象
に実施した「外国人の子どもの就学等に関する調査」では, 不就学が確認された者は調査対象者 
＊鳥取大学地域学部地域教育学科 
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12,804 人中 84 人（0.7％）と報告されている。しかし, 転居・出国等の事情により就学状況が確認
できなかった者が 2,753 人（21.5％）もいた事実は, 数字に表れない不就学者が相当数存在してい
ることを暗示している。他方, 外国人の高校進学率についてもやはり全国的なデータは存在しない
















 筆者は 2011 年 11 月から東海地域のブラジル人学校を中心にフィールドワークを継続しているが, 



















は 2009 年のことである。学齢期を過ぎた人びとが働きながら学び, 学歴を取得できる機会を提供す
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は 2009 年のことである。学齢期を過ぎた人びとが働きながら学び, 学歴を取得できる機会を提供す
  
ることがその目的であった。受講に必要な費用は入学金として 4,000 円, 月々の受講料として
23,000 円である。 
 Ａ校の通信教育には 2 つのコースがある。1 つは基本教育（Ensino Fundamental）コースで, 小・
中学校 5〜9 年生の義務教育の内容を提供するものである。受講には 15 歳以上という年齢制限があ
る。もう 1 つは中等教育（Ensino Médio）コースで, 高等学校 3 年間の教育内容を提供する。この
コースを受講するには 18 歳以上でなければならない（1）。 
 学習方法は受講生が各自選択した教科に関して教科書に基づいて自学自習をおこなうのが基本で
あるが, ポルトガル語と理数系に関する教科については, 隔週土曜日の 10 時から 17 時に対面指導
を受けることもできる。学習した内容についてはプログラムに則って試験がおこなわれ, 50％以上
の点数をとることができれば合格となる。 
 受講生数は, 2014 年 3 月現在, 42 名である。コースごとの内訳を見れば, 基本教育コースが 14




 本稿では, 2013 年 5 月から 2014 年 5 月までにインタビューを実施した 14 名を対象に分析・考
察をおこなう(表 1 参照)。年齢は 18〜32 歳。14 名のうち男性 10 名, 女性 4 名, ブラジル生まれ
12 名, 日本生まれ 2 名となっている。Ａ校通信教育コースを受講する前の最終学歴をみると, 中学
校未修了 3 名（ブラジルの中学校 2 名, 日本の中学校 1 名）, 中卒 4 名（ブラジル人学校 2 名, 日本
の中学校 2 名）, 高校未修了 6 名（ブラジルの高校 3 名, ブラジル人学校 3 名）, 高卒 1 名（日本の
高校〔専修学校高等課程〕）となっている。また, 過半数は, 通信教育受講にいたるまでにブラジル
の学校, 日本の学校, ブラジル人学校の間で 1 回もしくは複数回の移動を経験している。また, 全員
が離学後, 通信教育を開始するまでの間に就労経験を有している。 
 
表 1 調査協力者の概要 
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 インタビューは, この 14 名の受講者に対してＡ校にて実施した。所要時間は 1 人あたり 1 時間〜
1 時間半である。14 名中 2 名についてポルトガル語通訳を依頼したほかは, 基本的には日本語でお
こなったが, 必要に応じて部分的に英語を使用したケースもあった。インタビューの進め方として
は, 来日経緯・滞日歴, 学校経験, 職業歴, 家族関係, 交友関係, 通信教育受講にいたる経緯, 余
暇の過ごし方, 将来展望などについて基本的な質問項目を準備したうえで, 実際のインタビューに
おいては質問の順番等にはとくにこだわらず, 各項目についてできるだけ自由に語ってもらう半構






ができる。今回の調査協力者のうち半数となる 7 名が就労選択による離学を経験していた。7 名の
最終学歴をみると, 中学未修了 2 名, 中卒 1 名, 高校未修了 4 名となっている。7 名中 5 名につい





 7 名のうち 4 名（②, ④, ⑧, ⑨）が家計補助を就労選択の理由としてあげていた。 
 ブルーノ（⑧）とナタリア（⑨）はブラジルで高校に通っていたが, いずれも親の仕事がうまく
いかず生活が苦しくなったため日本へのデカセギを決めた。ブルーノの場合, 両親が営んでいた菓






 ナタリアの場合, 父親は所有する畑で野菜づくりに従事し, 母親は学校の調理員として働いてい
たがやはり生計を立てていくのは困難だったため, 妹も含めた家族 4 人で日本へデカセギに向かう
ことになった。そのため, 高 2 まで通っていた公立高校を中退している。 
 アンジェリカ（②）もデカセギのための渡日が離学のきっかけになっているのはブルーノ, ナタ
リアと同じであるが, より複雑な過程を経てそこにいたっている。アンジェリカは 4 歳のときにデ
カセギを決めた両親に帯同されるかたちで来日し, 小 6 までを日本の小学校で過ごしている。小学
校生活での一番の思い出は友人関係であり, 「友だちが本当に好きだった」といえるほど, 日本人の
級友たちとも良好な関係を築けていた。ところが両親が思うように仕事を得られず帰国を決めたた
め, 日本を離れざるを得なくなってしまった。小 6 の 2 学期を終え, 卒業まであと少しのところだっ
た。帰国後はブラジルの学校に２年半ほど通うが, その間に父親が多額の借金を背負ってしまい返
済の必要が生じたため, 一番最初にビザがおりたアンジェリカがまずは単身, 日本へデカセギに向
かうことになった。学校は 8 年生の途中, つまりまだ中学校が修了していない段階での渡日であっ
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た。帰国後はブラジルの学校に２年半ほど通うが, その間に父親が多額の借金を背負ってしまい返
済の必要が生じたため, 一番最初にビザがおりたアンジェリカがまずは単身, 日本へデカセギに向
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た。まずは借金を返済し, 自分の人生はその後と考え, 10 年は戻らないと覚悟を決めていた。 
 
    調査者：日本に行くことになったというのは, 「行きなさい」と言われたの？ 
  アンジェリカ：「行きなさい」じゃなくて, やっぱりもう, お金がなくてどうしようもなかったか
ら, 誰かがたすける。家族をたすけるんだったら行くし, 自分のためにもなると
思うし。お父さんが借りたお金を全部払い終わったら, 自分の人生も, お金をた
めながら, 自分の家を買うためにとか, 車を買うためにとか, そう考えていた。




婚したその母親と暮らすために姉と一緒に日本へ向かったのは 13 歳, ブラジルの中学校生活も 1 年
を過ぎた頃であった。来日後の生活は長野県からはじまり, まずは勉強してほしいと願う母の意向
により県内のブラジル人学校に通うことになった。その後, 岐阜県に引っ越すことになり当初は日








   調査者：そこのブラジル人学校には高校はなかったの？ 
  シェイラ：あった。でも, お母さんの, 女の人の給料はあんまり多くない。仕事, ちょっとたい
へんね。時間がない。私考えたね。かわいそう。 
   調査者：お母さん, かわいそうって。 
  シェイラ：そう。だから手伝うためにアルバイトはじめた。 
   調査者：どんなアルバイトをしたんですか？ 
  シェイラ：カメラの組み立て。 
 
自らの願望の実現 
 就労選択による離学を経験した残りの 3 名（①, ⑩, ⑪）がその理由としてあげたのは自らの願
望の実現であった。 
 ベルナルド（①）はブラジルの中学校に通っていたが最終学年の途中でやめ, すでに三重県に暮




    調査者：どうして日本に来ようと思ったんですか？ 
 ベルナルド：日本に行けば仕事があってお金を稼げます。家と車を買うことができます。ブラジ
















マウリシオ：ぼくは 17 歳ぐらいで高校生でしたが, あとで大学に入りたいと思っていました。で 
も, お金がない。それで, どうしようかと考えて, 日本に来ました。日本で働けばお
金を貯めて大学の支払いをし, もっとよい生活ができると思ったからです。 
   調査者：大学の支払いをするためにね。 
 マウリシオ：そうそう。ブラジルにいたら, 絶対できない。 
 
 カルロス（⑪）は上記 2 名とちがって日本生まれである。デカセギで来日して滋賀県で暮らす両
親のもとに生まれたカルロスは, 帰国をのぞむ両親の意向により幼稚園の頃からブラジル人学校で












  調査者：＊＊校（通っていたブラジル人学校の名前）での生活は結構順調にいっていたし, あ
と 1 年間ぐらいだったのに, そこをやめてしまったのはどうして？ 
 カルロス：あと 2 年でブラジルに帰りたいという気持ちがあるので。それに, 今年はＴ校のコー
スをすごくやりたいんです。でも, そのコースは 9 月からなので, あと 1 年＊＊校に行
ってたら間に合わないんです。それで, 仕事をして, お金も貯めないといけなかったか
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 学校にかかわる離学の要因として 5 名中 3 名（⑤, ⑥, ⑦）があげていたのが学力に関するもので
あった。 
 カミラ（⑥）は 9 歳のときに両親に帯同されるかたちで来日した。ブラジルで学校に通っていた
のは 2 年生までだったが, 来日後に通うことになった日本の小学校では小 4 からの出発となった。
そのまま中学校にも進学して卒業している。来日当初は「全然わからなかった」日本語も, 小学校
に入ってからは「どんどんわかってきた」。とはいえ, 教科の学習についていくのはきわめて困難で, 




 カミラ：先生はいたけど, なんかちゃんと教えてくれなかった。あんまりわかんなかった。「もう 
     1 回教えてください」って言っても, なんか, 教えてくれなかったし。だから, あたし,  
     自分で, 「ま, いいや」みたいな。なんか, あっちもちゃんと教えてくれなかったし。 
 





ストで 4 点とか 5 点とったから, 絶対に卒業できないって思って, もう, 高校に行くこと
は全然考えなかった。 
 





 リカルド（⑦）はブラジルで中学校を卒業した後, シングルマザーとしてリカルドが 5 歳の頃か
ら日本で働く母親を「手伝いに」日本にやってきた（それまではブラジルで祖母とおばの世話を受
けていた）。ただし, 来日後すぐに働きだしたわけではなく, 日本の中学校に入っている。「日本語が
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全然わからなかったから, 1 年戻して」2 年生に編入した。1 年目は「普通に行っていた」が, 漢字の
むずかしさに閉口し, 2 年目からは義父（母親が再婚した日本人男性）のすすめで日本語学校に通い
はじめ（平日の 9 時から 15 時まで）, 日本語能力試験の N３に合格することはできた。その一方で
中３のほとんどを欠席することになり, 当初は日本での高校進学も考えてはいたものの, あきらめ
ざるをえなかった。その後は建設現場, クリーニング会社, 製麺工場, 溶接工場など 10 種以上の職
場を渡り歩くことになる。 
 
  リカルド：ブラジルで中学校を卒業して, 本当は日本で高校やろうと思ったんだけど, 行けなか
ったんです。日本の字が全然ちがうんで。 
 




日本の小学校に入り, 小 6 の 1 年間はその学校で過ごした。最初は日本語がわからず, 友人関係にも
苦労したが, 1 年が経過する頃にはそれらの問題もある程度は解消され, 「ハッピーだった」。自分と
してはそのまま日本の中学校に進みたいと思っていたのだが, 日本語のみ上達することを危惧した








 学校内在的な離学要因としてつぎにあげられるのが「いじめ」である。調査協力者のうち 2 名（③, 
⑥）が学校生活で受けたいじめを離学との関連で語っていた。 
 先に学業不振による高校進学断念を語ったカミラ（⑥）は, 小学校, 中学校と続いたいじめの被害
者でもあった。急に押される, 教科書を破られる, 「ひどい言葉」を書いた手紙を机に入れられるな
どのいじめを小学校から中学校にかけて継続的に受けてきた。友だちもつくれず, 学校から帰るの
もほとんど 1 人だった。 
 
 調査者：学校生活, 結構たいへんだったね。 
 カミラ：うん, たいへんですよ。 
 調査者：中学校はどうやって過ごしてたの？ 
 カミラ：家に帰って, ずっと泣いたりとか。いっぱい, いじめありましたけどね。みんな, 私の
こときらいだったし。なぜかわかんないけど。 
 
 自然と学校も休みがちになり, 中学時代には 1 ヶ月に 10 日程度の欠席も稀ではなかった。教師が
様子を見にくることもあったが, 欠席の理由を話してもまともには対処してもらえなかった。 
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もほとんど 1 人だった。 
 
 調査者：学校生活, 結構たいへんだったね。 
 カミラ：うん, たいへんですよ。 
 調査者：中学校はどうやって過ごしてたの？ 
 カミラ：家に帰って, ずっと泣いたりとか。いっぱい, いじめありましたけどね。みんな, 私の
こときらいだったし。なぜかわかんないけど。 
 
 自然と学校も休みがちになり, 中学時代には 1 ヶ月に 10 日程度の欠席も稀ではなかった。教師が
様子を見にくることもあったが, 欠席の理由を話してもまともには対処してもらえなかった。 
  
 調査者：そんなに長く休んでしまうときは, 先生が来たりとかはあった？ 
 カミラ：うん, ありましたね。「どうしたの？」みたいな。私は理由を言ったんだけど, それでも 
     「ああ, しょうがない」みたいなこと言って。「今の子どもたちはそういうふうだから,  





 調査者：休みはいっぱいあったけど, でも, やめるってことはなかったんだ。 
 カミラ：うん。お母さんが「やめちゃダメだよ」みたいなこと言って, 私も, やめたらダメって 
     自分でわかってて, がまんしてた。 
 調査者：どうして, そこでやめたらダメって自分で思えたんだろう？ 
 カミラ：大きくなったら, 学校がなかったら仕事も, いい仕事がないから。だから, 学校やらな 
     いと, 未来にいいことがないみたいな。 
 調査者：そういうことも, 中学校の頃から結構よく考えてた？ 
 カミラ：そうですね。お母さんもお父さんも, 結構そういうこといっぱい話してて。 
 






 カミラ：いじめがなかったら, たぶんずっと今まで高校に行っていたと思いますよ。 
 
 タダシ（③）の場合は, 学校でのいじめに学校外の要因が重なることで離学が生じている。タダ
シは 5 歳のとき, 先行して日本へデカセギに出ている父親を追うかたちで母親に帯同され来日した。
来日後はしばらくは自宅で過ごした後, 学齢期に達した段階で日本の小学校に入学した。最初は言
葉も理解できず「ただ泣いて」いる状態だったが, 絵を描くのが上手なことを認められたことをき






視線を感じて」馴染めず, 困惑したが, 「やっぱり勉強したくって」がんばった。 
 その学校に 1 年間通って 5 年生まで進んだ頃, 月謝の支払いが困難になった両親から, 「1 回, 中
学校に戻った方がいいんじゃないの？」と言われた。「ちょっとがっかり」し, 迷ったが, 「迷惑を
かけたくなかったので」ブラジル人学校はあきらめ, 日本の中学校に通うことにした。中 2 からの
編入であった。ただし, 再来日後に市内で引越をして校区が変わっていたため, 小学校時代の友だち




 中 3 にあがって進路の話がもちあがる頃には, 日本の高校への進学を考えるようになっていた。





 調査者：中 3 の３学期でやめることになったわけですね。もうちょっとだったのになぁ。 
 タダシ：そう。先生が「もうちょっとだったのに」って言ったんですけど, 「ちょっと, いいです
よ」って言って。いじめもあったので, それでもうやめたいなと思って, もう仕事しよう
かなとか思いました。そうやって決めました。両親のこともありつつ, いじめもありつ
つ, やっぱ, やめようかなと。 
 
学校閉鎖 
 ブラジル人学校に通う生徒の場合, たとえばセルジオ（⑬）のように, 学校自体の財政基盤の脆弱
さにともなう存続の不安定性が離学の要因になるケースもある。 
 セルジオはデカセギで来日した両親のもと日本で生まれ, 2 歳の頃に帰国するが, 5 歳で再び両親
に帯同されて日本にやってきた。来日後は日本の幼稚園に入った後, 小学校に入学するが, 小 2 の途







ていたため, その父親を追って単身, 日本へ向かったのである（その 1 年半後, 母と妹も来日する）。 
 しかし, 日本の公立高校に入りたいという当初の希望は, 父親の転職にともなう引越で入学時期
がずれたりしたために実現できず, ブラジル人学校に通うことになった。高 1 の 1 年間をこの学校
で過ごすが, 経営難から他校と合併することになった。しかし, 合併後の学校も高 2 の時点で経営破
綻に陥り, ついに閉鎖となってしまう。仕方なくまた別のブラジル人学校に入り直すが, この学校も
生徒不足のため高 3 の 2 学期で高校部門が閉鎖されてしまった。ついに行き場を失ってしまい, 仕
方なく工場で働きはじめた。 
 
  セルジオ：高校３年がもう終わる直前で学校がつぶれてくれました。きつかった。その後は, 資金 








 中 3 にあがって進路の話がもちあがる頃には, 日本の高校への進学を考えるようになっていた。
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がずれたりしたために実現できず, ブラジル人学校に通うことになった。高 1 の 1 年間をこの学校
で過ごすが, 経営難から他校と合併することになった。しかし, 合併後の学校も高 2 の時点で経営破
綻に陥り, ついに閉鎖となってしまう。仕方なくまた別のブラジル人学校に入り直すが, この学校も
生徒不足のため高 3 の 2 学期で高校部門が閉鎖されてしまった。ついに行き場を失ってしまい, 仕
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 そのほかにも, たとえばジルベルト（⑫）の場合, 両親の求職行動にともなう転居が離学をもたら
した。両親はブラジルで精肉店を営んでいたが, 新しくできた大型スーパーマーケットとの競合は
きびしく, 経営難に陥ってしまっため, ジルベルトが 4 歳のときに日本へのデカセギを決めた。来日
後, は日本の幼稚園そして小学校へと進む。日本人の友だちに囲まれた小学生活を送るなかで生活
にも慣れ, ポルトガル語よりも日本語の方が話しやすくなっていった。そのため, 8 歳のときに両親
が帰国を決めたときには「もう, 本当に不安だった」。帰国後はブラジルの学校に 3 年生から編入し
て勉強を続けると同時に, ポルトガル語の発音矯正を施す機関に 3 ヶ月間通った。クラスの生徒数
が 50〜60 人と「めちゃくちゃ多いし, みんな, くちゃくちゃの感じ」の学校に最初はとまどったが, 
「少しずつ慣れて」いった。 
 ところが, 両親が帰国後に再開した精肉店が再び経営難に陥ってしまう。そして, ジルベルトが








 しかし, 不景気で両親の仕事が激減し, 職をもとめての移動を余儀なくされてしまう。通学するに










感じ」だったが, 日本語が上達した小 4 あたりからは「少しずつ馴染めていった」。中学校にあがっ




 高校進学に関しては, 「正直あんまり勉強ができなかった」ことと美術が好きだったことから, 担
任にデザインの専修学校（高等課程）をすすめられ, 推薦入試を受けて合格。その学校に入学し, 高











 通信教育による学び直しへと向かうきっかけとして 14 名中 4 名（①, ③, ④, ⑨）があげたのが
工場労働への不満であった。そしてそれは同じことの繰り返しを強いられることからくる閉塞感や
精神的苦痛として語られる点でほぼ共通していた。 
 中学修了を待たずに自ら望んで日本へ来たベルナルド（①）は, 三重県の自動車部品工場で 1 年
半働いたのを皮切りに, 友人と連れだって何度も移動と転職を重ねた。「若かったので, いろいろな
場所に行きたかったし, ちがうことをしたかった」からである。仕事を見つけるのもそうむずかし
くはなかった。来日以降も帰国と来日を繰り返している。2001 年に初来日して以降, 2005 年に帰国
して 11 ヶ月滞在した後, 2006 年に再び三重県にやってきた。その 2 年後に再び帰国し, 2 年間滞在
した後, 2010 年に再度来日して現在にいたる。3 度目の来日の際には, 派遣会社に旅費の立て替え分
の支払いを済ませるまでの 5 ヶ月間は横浜で働き, その後, 三重県に移動した。現在は自動車部品工
場で働き, やはり中学修了前に来日して以降帰国せず, 現在は 2 人の娘を抱えるシングルマザーと
して働く姉と一緒に県内の団地に暮らしている。 
















 卒業を目前にひかえて日本の中学校をやめたタダシ（③）は, 15 歳から自動車工場で働きはじめ
た。そこで 1 年間働いた後, 別の工場に移り梱包の仕事をするが, 景気悪化のため 1 年働いてそこも
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した後, 2010 年に再度来日して現在にいたる。3 度目の来日の際には, 派遣会社に旅費の立て替え分
の支払いを済ませるまでの 5 ヶ月間は横浜で働き, その後, 三重県に移動した。現在は自動車部品工
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 卒業を目前にひかえて日本の中学校をやめたタダシ（③）は, 15 歳から自動車工場で働きはじめ
た。そこで 1 年間働いた後, 別の工場に移り梱包の仕事をするが, 景気悪化のため 1 年働いてそこも
  
やめた。その後も, ファストフード店や電機工場でそれぞれ 1 年間働き, ブラジル人向けの語学学校
で日本語教師のアルバイトを 6 ヶ月間経験した。そして現在, 愛知県の部品工場で働きながら, 県内
の団地で一人暮らしをしている。現職は働きはじめて 3 年と, これまでで最も勤続年数が長く, 現在
は製造ラインの責任者を任されるにいたっている。 
 しかし, もともと絵や写真が好きで, その延長としてメイクに興味をもちはじめていたタダシに
とって, 工場労働は自らがのぞむ労働内容や職場環境からはかけ離れたものだった。 
 
 タダシ：工場という仕事は, 雑っていったらおかしいですけど, やっぱりあれですよね, もうち 
     ょっと, きれいなところで仕事をしたりとか。メイクのイベントとかに参加したんです 
     けど, 〔自分には〕やっぱりそっちだろうなと思って。工場よりも, そのイベントとか 
     でメイクした方がいいかなって。きれいな場所で, 服も汚さずに仕事できるんだったら,  
     いいんじゃないかなと思って。 
 
 そうした関心から, 工場で働くかたわらメイクの講座に参加したところ, それを職業にしたいと





ったりもするが, 夢がそれをささえる。また, 「メイク・アーティストの世界では 3 ヶ国語しゃべれ







母親を「手伝う」ためにがまんした。18 歳までその工場で働いた後, 愛知県に移動し, 自動車部品
工場, ブラジル人が経営する学校・旅行会社・パソコン教室の事務, 食品加工工場, セラミック工場






  シェイラ：私, 会社（＝工場）の仕事はあまり好きじゃないね。だから, いっぱいストレス。全 
       部, 同じ同じ同じ。かわりたい。もっと新しいことをして, ストレスを少し直す。 
 
 そこで 2013 年 10 月に勤めていたセラミック工場をやめ, Ａ校通信教育コースをはじめた。高卒
資格を取得して大学進学を果たすことをめざしている。そして大学での学びを足がかりとしてより
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望ましい職業への道が開けることを期待している。 
 
   調査者：大学が終わったらどうするの？ 
  シェイラ：新しい仕事。大学に４年ぐらい行けば, もうほかの仕事もできるね。大学で勉強して,  







移しながら 2 年間働いた後, 「日本での生活に疲れていたので」休息をとるために帰国した。ブラ
ジルに 4 ヶ月滞在して再び日本へ来て以降は, 愛知県で暮らしている。再来日後は最初にケーキ工
場, つぎに自動車部品工場で働き, 現在にいたる。 
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移しながら 2 年間働いた後, 「日本での生活に疲れていたので」休息をとるために帰国した。ブラ
ジルに 4 ヶ月滞在して再び日本へ来て以降は, 愛知県で暮らしている。再来日後は最初にケーキ工
場, つぎに自動車部品工場で働き, 現在にいたる。 




























 通信教育受講にいたった理由として 14 名中 4 名（②, ⑥, ⑦, ⑧）があげていたのが, 学びの意




また, 日本語が話せたことで, 通訳を頼まれることもあった。その工場では 3 年間働いたが, 「本当
にいらいらしたり, 忙しかったり疲れたり, 結構ストレスがたまってたから自分で退職した」。その
後も自動車部品工場やパチンコ店など 4 つ程度の職場を渡り歩き, 現在は自動車部品工場で検査の
仕事をしている。その間, 県内で 2 度の転居も経験している。 
 来日してからの経験でつらかったのは仕事ばかりではなかった。来日当初から一緒に暮らしてい
た兄夫婦が 2 年経過したところで帰国することになり, かわりに埼玉県に住んでいた姉夫婦が引っ
越してくることになった。ブラジル在住の両親が来日するまで, アンジェリカの面倒をみるためで
ある。しかし姉夫婦の間ではけんかが絶えず, 警察を呼んだこともあったほどである。眠れない日
も続き「きびしかったし, つらかった」。結局, その様子を知って心配した両親が, 予定を早めて日
本へ来ることになった。 
 両親が来るまでの 3 年間は, 働いて手にしたお金のほぼ全額をブラジルに送金し, 借金返済にあ
てていた。両親の来日後も 3 年間は同様の生活が続き, ようやく借金を完済できたのは 3 年ほど前
のことである。しかしその間, 給料は減っていく傾向にあり, また, 高齢で工場労働をしていた父親
が心臓の病気に倒れ, その手術代を工面する必要が生じたりしたため, 貯金も底をついてしまった。 










     調査者：じゃあ, はじめたきっかけは, その彼氏の。 
  アンジェリカ：そうそう。彼氏が心配して言ってくれて。自分のためだよって。 
 
 彼氏との出会いにより, 借金を完済して目標を失い, 半ば自暴自棄に陥っていたアンジェリカは, 
再出発への希望を見出すことができたのである。 
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     調査者：じゃあ, 彼氏との出会いがすごく大きな。 










     調査者：ここで勉強していて, どうですか？ 
  アンジェリカ：最初はね, 「ああ, 面倒くさいなあ」って思ったときもある。だけどね, ここの
学校来てね, 先生たちのたすけがあるから続けられる。結構, 私, 起きて「ああ,
面倒くさいなあ」っていうときもあるけど, 「まあ, 行こう」。行って, 着いて,





と漠然と考えていた。卒業後は母親が働く電機工場ではんだ付けの仕事をはじめ, すでに 3 年間働
いている。工場では学校でのようないじめがない分, どちらかと言えば過ごしやすいと感じている。 
 
 調査者：工場で仕事をやりはじめてみて, どうですか？ 
 カミラ：うん, やっぱり仕事の方がいいなと。 
 調査者：どうして？ 
 調査者：やっぱり, いじめとかもないし, なんか, みんなやさしいし。 
 
 ただし, いじめさえなければ「学校はきらいじゃない」というカミラにとって, 就労は積極的に選
択した進路ではなかった。それゆえ, 「あんまり日本語もできない」ブラジル人の友人が日本の高
校に通っている姿をみると, 「ああ, 〔高校に〕行ったほうがよかったな」と思うこともあった。 
 そうした折, やはり日本の中学校でいじめを経験し, 卒業後に就労生活に入った 4 歳ちがいの兄
がＡ校通信教育コースの情報を得て, 「これをやった方がいいよ」とすすめてくれた。それをきっ
かけに受講を試みるが, これまで十分にポルトガル語を習得する機会がなかったために勉強は遅々
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 ただし, いじめさえなければ「学校はきらいじゃない」というカミラにとって, 就労は積極的に選
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校に通っている姿をみると, 「ああ, 〔高校に〕行ったほうがよかったな」と思うこともあった。 
 そうした折, やはり日本の中学校でいじめを経験し, 卒業後に就労生活に入った 4 歳ちがいの兄
がＡ校通信教育コースの情報を得て, 「これをやった方がいいよ」とすすめてくれた。それをきっ
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 調査者：〔Ａ校通信教育コースを〕もう 1 回やろうと思ったのは, なにか自分のなかできっかけが
あったんですか？ 








に関西地方でいくつもの職場を渡り歩いてきた。建設現場, クリーニング会社, 製麺工場, 溶接工場, 
弁当・惣菜容器工場など, その数は 9 つにのぼる。大阪にいる間に日系 3 世である現在の妻と出会
い, 妊娠を機に帰国した。そして 2 年間滞在した後, 1 歳になった息子を連れて家族で再び渡日。そ
れ以降は愛知県を生活の場とし, 一度の転居を経て現在は家族 3 人で団地に暮らしている。現在働
いている自動車部品工場は勤続 9 年になり, 正社員としてリーダーを任されている。だが, 現在の日
本語能力ではキャリアアップは容易ではないと感じており, 「自分の国じゃないとむずかしい」こ
とを痛感している。また, 学歴のうえでも「高校ぐらいないとよくない。まずいんです。どの仕事
をやろうと思っても, なにもやれない」と思っており, 高卒後に来日した妻からも, 高卒資格を取得
する必要性を説かれてきた。 







つ勉強すると入ってくる」という手応えを感じる。隔週 2 回の土曜日に試験を受けるために, 平日






11 時間の長時間労働で, 週 1 日しか休みがなく, その割に給料は安かった（月額 15 万円程度）。そ
のうえ, ことばもルールもマナーもブラジルと大きく異なるため「ショック」だった。このように
「最初からすごいたいへんだった」が, 同じ職場で働く同世代のブラジル人の仲間とたすけあいな
がらなんとか旅費を返済し, 1 年半後には, 当時岐阜県にいた姉と相談して愛知県の団地で一緒に暮
らすことになる。転居後は県内の自動車部品工場で働きはじめ, 月収も 25 万円程度に増えた。ただ
し, そのうち 8〜10 万円はブラジルの両親に送金していた。その後, 3, 4 回の転職を経験するが, 職
場はいずれも自動車部品工場であった。 
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 来日 7 年後（2007 年）には日本で出会った日系 3 世の女性と結婚し, ともに働く。ところが 2008
年秋のリーマンショック以降, 仕事は激減し, 2008 年末にはついに夫婦ともに解雇されてしまった。
その後, 半年は雇用保険の失業給付を受けて生活していたが, 「お金がぎりぎり」の状態になったた
め, 姉夫婦と相談して別の団地に移り, 一緒に住むことにした。その後, 2009 年 9 月頃からようやく
求人が出はじめ, 姉夫婦, 妻, ブルーノの順番で仕事が決まっていった。いずれも自動車部品工場で
あったが, 給料は以前より低くなった。 
 こうして無事に再就職できたのだが, この間の心労とストレスによりパニック障害や鬱病などの
精神疾患を患い, 仕事ができなくなってしまった。そのため 2009 年末から治療に専念することにす










れしくなった」。そして現在, 約 10 年ぶりの勉強に「なつかしい気」もしながら高卒資格取得をめ
ざしている。 
 高卒資格取得後は, 今後 10 年は帰国しないと妻とも話していることもあり, 日本の大学に入って
日本語や経済の勉強をしたいと考えている。レストラン経営や「ブラジルにある日本の会社の通訳」




 調査協力者 14 名のうち 5 名は, 学業の継続を通信教育受講の理由としてあげている。ただし, そ
のうち 2 名（⑫, ⑬）は不本意なかたちで学業が中断されたことへのくやしさを受講の動機として




 職をもとめて家族で他県へ移動することになり, 高 2 まで通っていたブラジル人学校をやめざる
をえなかったジルベルト（⑫）は, 転居を機に仕事をはじめた。派遣会社の紹介によりプレス加工
工場でビス打ちと検査の作業をして, 18 万円ほどの月収を得た。早朝 6 時半の送迎バスで職場に向
かい, 8 時から 17 時まで働いた。 
 だが, 転居後もブラジル人学校で一緒に学んでいた友人の様子は気になった。働きはじめて 1 年
が経過した頃, 学校を離れてからも続けている Facebook でのやりとりを通じて, 卒業した同級生の
80％が帰国し, そのほとんどは大学に進学しており, 残りの 20％の大部分は日本の工場で働いてい
ることを知る。同級生の多くが高卒資格を取得しており, そのほとんどが大学進学を果たしている
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 ジルベルト：友だちがみんな卒業してたので, ぼくだけ卒業してなかったので, くやしかったね。







を終えてから 1, 2 時間の勉強を自らに課すようにした。その努力が実り, ちょうど 1 年で高卒資格
を取得することができた。 

























なければ, 今でも〔公立高校に〕入れなかったなとか, 結構, 後悔といいますか, 未
練がましいというか, そういう感情は結構残ってたとは思います。 





  セルジオ：高校もとまったままだったから, また終えてみようかな。大学にも行きたくなったっ 
       てというのもありますね。前は資金, 大学の入学金やら授業料やらで悩んでたんです 
       けど, まあ, 奨学金とっちゃおうと。大学に入学するためには高校の卒業証明書がい 
       るわけで, それをとりに来ています。 
 



















が, それは, 勉強に専念できるように, ほかのきょうだいがたすけてくれているからである。 
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が, それは, 勉強に専念できるように, ほかのきょうだいがたすけてくれているからである。 
 





















る。その夢を実現させるため, 現在, 高卒資格取得のための勉強に励むかたわら, ブラジルから直接























  調査者：Ｔ校に通おうと思ったのはなぜ？ 
 カルロス：子どものときからずっと, 車とかがすごく好きなんです。だから, 16 歳になったときは



















 アンドレ（⑭）は 14 名なかで唯一, 日本の高校（専修学校の高等課程）を卒業している。母親の
病気治療のために高卒後 1 年通ったファッションの専修学校（専門課程）をやめて帰国したが, 1 年
半滞在した後, 再び日本へやって来た。来日後はすぐに仕事をはじめた。まずは電機工場で働くが
「給料があまりにも少ない」ため, 1 年半で自動車部品工場に職場を移した。その後, 通訳の仕事を
したいと考え, 派遣会社にその職を得る。小 2 から専修学校まで日本の学校に通ったが, 家庭では母
親のきびしい指導のもとでポルトガル語使用が徹底され, 自らも読書などを通じてポルトガル語に
触れるようにしていたため, 両言語ともに「キープできた」ことが役に立った。通訳は「基本的に
人の管理」にかかわる仕事であるため「経験が浅いのでちょっときつい」が, 現在まで 2 年間続け
ている。 
 だが, 日本での求職経験や就労経験を通じて, 「自分が外国人ということで, 日本にはあまり〔自
分の〕将来がない」と感じている。第一に, 優秀な大学を卒業した外国人が日本で就職するのはむ
ずかしいという話をよく耳にするからである。第二に, 専修学校（高等課程）卒業後に, 興味のあ
ったアパレル会社が募集していた販売アルバイトに応募したものの, 面接を受けた 5 社全部で不採
用になったという自らの経験がある。そして第三に, 日本では「上下関係がきびしい」ため, 「い
くら自分が才能をもったとしても, やっぱり先輩が先にくる」と感じられるからである。以上の理








  アンドレ：大学に入りたいっていうのはあったんですけど, まず, 自分がちゃんとポルトガル語
をしゃべりたいっていう意識がすごく高かったんですね。言い方が悪いんですけど,
ばかみたいな人になりたくなくって。それで, 一から勉強しようと決めたんです。そ
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 ただし, 現在の通訳の仕事を続けていきたいわけではない。高卒資格を取得した後には, 必要な資
金を蓄えた後で日本を離れ, 「ほかの国に行きたい」と考えている。具体的にはロンドンの美術大








 これまで, 離学にいたった背景について就労の選択, 学校生活や学校環境, 予期せぬ要因という
３つの要因に分類して整理したうえで, 離学後の就労生活から通信教育による学び直しにいたる過























 マウリシオ：日本には学校があって, そのために支払えるお金もあるので, 勉強して, もっとよ
い将来を考えることができます。日本では仕事があって, それを支払えるほどの収













































































































育コースの受講にいたった。現在は, 「いろいろあった」が, 「乗り越えてよかった」と感じている。 
 高校中退の経験は, 「いろいろあった」ことのなかでも大きなものの一つであった。ブルーノは
来日した後も, 高校時代の同級生が卒業後にどのような進路をとったかを気にしていた。そこであ
る日, Facebook で調べたところ, 同級生のほとんどがその後, 大学を卒業していることを知る。それ
は, 自らの境遇を後悔するのに十分な情報だった。 
 
 ブルーノ：〔高 1 の同級生の〕ほとんどが大学を終わっていました。私がずっと日本におったとき 
      に, 友だちは学校を続けて, 今はもう大学を卒業しました。私も, 日本へ来なかったら,  
      たぶん同じレベル。 
 

















  セルジオ：たとえば, 同じバイクに乗ってるブラジル人と知り合いになったり, ケバブ店のおっ 
       ちゃんの店長と知り合いになったり, それなりには楽しい出来事はたくさんありまし 
       たね。いわゆる出世コース的な普通の, たとえば中学入って高校卒業して大学入ると 
       いうコースからはずれてしまったけれども, それなりには楽しかったと。それとはま 











   調査者：日本での生活をどういうふうに感じていますか？ 







   調査者：なるほど。おもしろいですね。 
  アンドレ：人生感覚がちがうと思うんですね。それは, ただ, そういう環境で成長したからって 
       そうなるってわけじゃないとは思うんですけど。 
 
 異なる環境のうちには, 同世代に比べて大人のいる環境で過ごす時間が多かったことも含まれて
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   調査者：なるほど。おもしろいですね。 
  アンドレ：人生感覚がちがうと思うんですね。それは, ただ, そういう環境で成長したからって 




おり（この場合の大人とは, 親戚や親の友人などのブラジル人である）, そうした環境が, 大人にな
るということの明確なモデルをアンドレのうちに育んでもきた。 
 
  アンドレ：やっぱり, 年上の人と一緒の環境で育てられたせいかもしれないけど, 年上の人と結
構話が合うんですね。 
   調査者：割とそういう環境があったんですか？ 
  アンドレ：そうですね。おじさんとか, 親の友だちとか。日本でも大人のいる環境のなかで育て
られたから。 
   調査者：具体的にはどういう環境？自分のうちによく大人がやって来たりとか？ 
  アンドレ：親の友だちとかが遊びに来たり。 
   調査者：そういうときに, 大人はこういう話をしてたなというのはなにかありますか？ 







プロセスを, 中卒・高卒資格の取得が可能な通信教育を受講する 14 名の青年の生活史にもとづいて
描いてきた。具体的には, 離学にいたる経緯と学び直しにいたる経緯という二段階にわけたうえで, 





 まず, 離学を生じさせる理由として, 〈就労の選択〉,〈学校生活や学校環境〉,〈予期せぬ出来
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というものがあったが, この背後に, 在日ブラジル人を「雇用調整のためのフレキシブルな緩衝要
員」（大久保 2005, p.148）に位置づけ続ける日本の労働市場が存在することはいうまでもない。 
 では, さまざまな理由から一度は学校を離脱した在日ブラジル人青年たちが, ふたたび学びの場
に戻ってきたのはなぜなのだろうか。かれらが学び直しにいたる契機について 14 名の調査協力者の
生活史を分析した結果, 〈工場労働への不満〉,〈学びへの触発〉,〈学業の継続〉,〈帰国後の基礎



















 〈帰国後の基礎づくり〉は, 学校生活のほとんどを日本の学校で過ごし, 高卒資格まで取得しな
がらも, 日本に自らの将来を見出せないと感じるがゆえに, 帰国に備えてポルトガル語での学びを
選択したケースであった。 





分類すると, 以下の 2 つに大別できた。 
 まずは〈日本で働くことについて〉の語り直しである。帰国後の生活を前提に渡日を資金獲得の
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分類すると, 以下の 2 つに大別できた。 
 まずは〈日本で働くことについて〉の語り直しである。帰国後の生活を前提に渡日を資金獲得の












負する視野の広さ, 寛大さ, 豊かな人間関係などの形成要因として新たに意味づけられ, 今後を生
きていくための拠り所として資源化されている。それは, 「なにが学びか」をめぐる語り直しを通
じて, 評価の軸そのものをずらしていく実践ともいえるだろう。 
 では, 以上の知見から, 在日ブラジル人青年のキャリア形成をめぐる研究を進めていくうえで, 
どのような示唆を得ることができるだろうか。まず確認したいのは, かれらの雇用形態は派遣社
















 ただし, 「両者を架橋する感受性」の養成は, 「共有される体験」のみならず「容易には共有さ
れない体験」についての想像力も同時に必要とするのではないだろうか。たとえば, 本稿の調査協





定されており, 「特定部門への集中」（樋口 2010, p.63）が顕著である。ここでも, かれらに特有の
困難が生じている。たとえば, ブルーノ（⑧）は弁当工場と自動車部品工場で働いた経験を有する
が, 工場で単純作業を長時間おこなうことに嫌気がさし, 多少給料が下がっても「工場以外, たと
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レル会社が募集していた販売アルバイトに応募したが, 面接を受けた 5 社すべてで不採用になった。










人学校のいずれか, もしくは両方に通った経験をもっていた。残りの 7 名については日本の学校へ
の在学経験はなかった。また, 学び直しにより高卒資格を取得した後の進路希望にしても, 日本の























（1）ブラジルの基礎教育（Educação Básica）は 3 段階で構成されている。①就学前である幼児教 
 育（Educação Infantil）, ②前期課程（Primeiro Ciclo, １年生〜５年生）と後期課程（Segundo  
 Ciclo, ６年生〜９年生）に分けられる基本教育（Ensino Fundamental）, そして③中等教育 
 （Ensino Médio, ３年間）である。 
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人学校のいずれか, もしくは両方に通った経験をもっていた。残りの 7 名については日本の学校へ
の在学経験はなかった。また, 学び直しにより高卒資格を取得した後の進路希望にしても, 日本の























（1）ブラジルの基礎教育（Educação Básica）は 3 段階で構成されている。①就学前である幼児教 
 育（Educação Infantil）, ②前期課程（Primeiro Ciclo, １年生〜５年生）と後期課程（Segundo  
 Ciclo, ６年生〜９年生）に分けられる基本教育（Ensino Fundamental）, そして③中等教育 
 （Ensino Médio, ３年間）である。 
  
（2）T 校は, 1999 年に大手自動車メーカーが在日ブラジル人の若者を対象に開設した１年制の自動 
 車整備技術修得コースであり, すでに 280 人を超える学生が卒業している。このコースではポル 
 トガル語による指導がなされ, ブラジルの自動車事情に即した教育プログラムが実践されており,  
 修了すると日本の３級自動車整備士資格と同等以上の技術を修得できるとされている。コース終 
 了後は帰国してブラジルの自動車関連産業に就職し活躍することが期待されており, 就職先（自 
 動車販売店など）の斡旋もおこなわれている。2014 年度の学生募集要項をみると, 応募資格は「１． 
 在日ブラジル人であり, 日本或いは, ブラジルの中学校卒業資格を有する者, ２．1988 年 9 月 1 
 日〜1998 年 8 月 31 日に出生した者, ３．在学中の居所については自宅通学又は学生寮・アパー 
 トとなります, ４．本コース終了後, ブラジルで就労する意志のある者」とされている。また, 授 
 業料が年額 480,000 円（前期 240,000 円, 後期 240,000 円）, 年間必要経費が 86,000 円（含む消 
 費税）, その他に昼食代（学生食堂利用の場合）が１食あたり 515 円（20 日×515＝10,300 円 消 
 費税別）となっている。 
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